




















Thispaperreports aCD－ROM educationaltooIwhich enables pupilsto understandtherocks exposedin the HatsukaichiCity，
Hiroshimaprefecture，Contents ofthe CD，ROM toolarebased on thepetrographic studybyFukuda（1999），Which describes
the occurrences ofgranite，fblsite，aplite，andpegmatitein the studied area，Presentpaper，nrSt，discusses the problems of丘eld
Studies fbrpupils and the advantages ofthe use ofmultimedia apparatus．Then，this paper showsthe contents ofthe CD－ROM
toolbric椚y．
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1．　はじめに
平成19年の時点で小学校第6学年で学習する土地のつ
くりと変化の様子に関する単元では，「土地やその中に
含まれる物を観察し，土地のつくりや土地のでき方を調
べ，土地のつくりと変化についての考えをもつようにす
る。」ことが内容として掲げられている（文部省，1999）。
この学習において，直接観察できる場所を選んでの野外
学習や，映像あるいは標本などの資料を十分に活用する
ことなど，指導上の工夫が必要であることも指摘されて
いる。著者の一人である福田（1999）は広島県佐伯郡大
野町（現在の広島県廿日市市）における大地のつくりと
変化の様子を題材にしたCD－ROM教材を作成した。本報
告では，野外観察を行う上での問題点や情報機器の利活
用について若干の検討を行い，このCD－ROM教材の概要
を報告する。
2．野外観察を行う上での問題点と情報機器の
利用
実際に児童に野外観察を行わせようとすると様々な問
題を予め考慮に入れておく必要がある。まず，野外観察
できる場所の多くは，今日，道路沿いに面していること
が多い。すると，道路際で多人数の児童に土地の観察を
行わせることになる。安全確保のために複数の教師が野
外観察の場に同行する必要がある。また，空地に面して
いる観察に適する地点があったとしても，事前に空地の
所有者から許可を得ておく必要がある。さらに，観察地
点までの移動手段として自動車などを使用するとしても，
野外観察のために半日以上の時間を要することが考えら
れる。これらの問題点は既に石川（1982）によって述べ
られている。石川（1982）は，学校で野外観察が行われ
ていない原因としてこの他に次の点を挙げている。（1）
地層の見方や岩石の見方が分からない。（2）露頭や岩
石の指導法が分からない。これらの2点は教師が岩石や
地層に対する理解を深めることと，地域における土地の
つくりや土地の変化の様子に関する理解を深めることの
必要性を述べていると見なせる。
野外における直接体験が最も望ましいことは言うまで
もないが，情報機器の発達によって多様な教材を作成で
きるようになったことも事実である。視聴覚教材を使用
した学習における問題点を長洲（1982）は，かって，次
のように指摘した。「視聴覚教材からの説明があまりに
もスムーズすぎて，子供の思考や認識の中に足跡を残さ
ない可能性が潜んでいる。」このような弱点は教材のハ
イノヾ－テキスト化によって補うことができよう。つまり，
新しい情報機器を利用して教材提示の順序に融通をきか
せ教材全体の構造に柔軟性を持たせることが可能になっ
ていると言えよう。
3．CD－R0両教材作成のルートと目的
CD－ROM教材を作成したルートは，大野町を流れる中
津岡川沿いの道路を大野自然観察の森まで登るルート，
毛保川流域の道路を上流（西方）に登り和乱治峠に至る
ルート，および経小屋山に至る道路を登るルートである。
これらのルートの内，最初の大野自然観察の森までのルー
トは地域の小学校では秋の遠足道になっている。また，
和乱治峠に至るルートは，この付近に位置する清掃セン
ターへの社会見学として利用されているルートである。
今回作成した教材のルートは交通量が少なく，比較的安
全な地点を観察地点に選んでいる。
CD－ROM教材を作成した目的は次の通りである。（1）
教材作成時点において広島県佐伯郡大野町では郷土の自
然についての教材がほとんど作成されていなかった。大
地のつくりに関する小学校向けのものはない。そこで，
新たに作成することにした。（2）岩石などの大地をつ
くるものが観察できる露頭は山間部に限られ，自動車な
どを使用してまとまった時間を観察に充てる必要がある。
野外観察を行う上での問題点として触れたように，学級
担任一人だけで児童を引率し，観察地点で指導すること
は困難である。CD－ROM教材を見ることによって得られ
る疑似体験で，児童は大地のつくりに関する理解を深め
ることができる。（3）CD－ROM教材を作成した地域に
は広く花こう岩が分布するとされている（松浦はか，
1999；東元ほか，1986）。実際に山間部の道路沿いを歩
くと，均質な花こう岩の岩体ではなく，細かいながらも
様々な岩石の変化を見ることができる。つまり，「恩わ
ぬ」発見もある。これによって，地域の自然に対する興
味付けも可能かもしれない。山の中で様々な自然の事物・
現象が見られることを児童が知ることを通して，児童に
自然現象への理解と親しみを持たせることが本教材作成
の主目的である。
4．教材作成地域における大地のつくり
旧佐伯郡大野町を含めて，廿日市市に分布する岩石の
大部分は花こう岩であり（図1），まれに珪長岩やアプ
ライトや細粒花こう岩の岩脈が見られるぐらいである
（東元はか，1986；松浦はか，1999）。堆積岩の地層は露
出していない。堆積物として，第四紀の堆積物が広島岩
国道路沿い，および点在して山間部に分布するとされて
いるが（東元ほか，1986；松浦ほか，1999），現在では
道路直下あるいは宅地・商業地となっており，これらの
地層を観察できる地点は兄いだせない。花こう岩が風化
して生じた崖錐堆積物が海岸線沿いで認められるぐらい
である。つまり，地域において地層を観察できる箇所が
ないのが現状である。
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図1広島県佐伯郡大野町（現在の広島県廿日市市）とその付
近の地質。図中で白抜きの部分は広島湾を除いて花こう岩を
示す。横線で記した部分は貯水池であり，黒丸を付けた部分
は第四紀の堆積物である。また，岩脈と記したものは珪長岩
あるいはアプライトからできている。図中に教材作成ルート
を太線で示している。矢印を付けて教材作成ルートと記した
ルートを中津岡川ルートと本論文では呼ぶ。さらに，図中の
南東部を起点として西に進んだ後，北の和乱治峠に向かうルー
トを妹背・和乱治ルート，南の経小屋山に向かうルートを経
小屋山ルートと呼ぶ。
福田（1999）は，大野町において分布する花こう岩が，
外観的特長，鉱物粒子の粒径，特徴的な鉱物と鉱物量比
によって，8種類に分類できることを示した。これらは，
粗粒等粒状黒雲母花こう岩，粗粒黒雲母花こう岩，粗粒
～中粒斑状黒雲母花こう岩，細粒斑状黒雲母花こう岩，
アプライト（極細粒等粒状黒雲母花こう岩），粗粒等粒
状黒雲母アダメロ岩，中粒等粒状黒雲母アダメロ岩，細
粒～中粒斑状黒雲母アダメロ岩である。アダメロ岩（広
い意味での花こう岩）は，経小屋山に向かうルートで産
する（安全面上，露頭が小学生の観察には適切ではない
ために教材中では提示していない）。さらに，極めて局
所的ではあるが花こう岩中にペグマタイトが生じている
個所や王圭質岩の岩脈も認められることを福田（1999）が
記載している。つまり，花こう岩と一括できるものの詳
しく調べると様々な見かけの違いが認められることにな
る。図1で示した教材作成ルート中でも，アプライトや
珪長岩を見ることができるし，極めて局所的ではあるが
花こう岩中にペグマタイトが生じている個所も見られる。
5．CD－RO州教材の内容
福田（1999）が作成したCD－ROM教材は，その後，広
島県教育センター（http：／／www．hiroshima－C．edjp）のオン
ライン教材集でも見られるようになっている。そこで，
ここでは教材作成ルートの中で，最も観察地点が多い中
津岡川ルートについて，その概要を示す。その後で，妹
背・和乱治ルートと経小屋山ルートについて教材が扱う
観察項目を簡単に示す。そして，CD－ROM教材の起動後
に現れるいくつかのページについて，その内容を述べる
ことにする。
図2　中津岡川ルートとこのルートにおける観察地点。図中で
中津岡川とラベルした水色の線は中津岡川であり，青線は本
教材で示すルートである。観察地点を赤丸で示している。な
お，国中に示した大野町は，現在は廿日市市内である。
CD＿ROM教材中の中津岡川ルートで観察の対象にした
地点を図2に示す。教材中で提示するものは，（1）ア
プライト脈，（2）砂防ダム，（3）花こう岩中の節理，
（4）岩峰地形，（5）ピンク色のカリ長石を含む粗粒黒
雲母花こう岩，（6）暗色包有物，（7）石英脈，（8）
ペグマタイト，（9）珪質岩である。これらの項目につ
いて，順にその内容を示していく。
（1）アプライトの岩脈は周囲の花こう岩と比べると
粒子の大きさや鉱物の量比において違いがあるために，
肉眼でも識別可能である。そこで，岩脈の写真を見せる
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とともに，岩脈が買入する機構について簡単な解説を行っ
ている。補助教材として，研磨した標本と岩石から作成
した薄片を写真で示して，詳しい観察ができるようにし
ている。
（2）砂防ダムを取り扱う場面では，砂防ダムの意義
と花こう岩の風化や風化によって生じる災害について説
明している。
（3）花こう岩中の節理を取り扱う場面では，岩石中
にどのようにして節理（児童から見れば筋）が入るのか
を説明している。
（4）岩峰地形を扱う場面では，侵食作用の結果とし
て花こう岩地帯でこのような地形がよく見られることを
説明している。
（5）ピンク色のカリ長石を含む粗粒黒雲母花こう岩
を示す場面では，この地点の岩石は表面が新鮮で，肉眼
で花こう岩の様子が良く分かることを示している。さら
に，他の観察地点での花こう岩と見比べることで，風化
作用によって黒色の黒雲母が褐色に変色していくことを
説明している。
（6）暗色包有物を扱う場面では，マグマの活動の多
様性について触れている。
（7）石英脈を扱う場面では，花こう岩中の割れ目を
伝わって，昔，温泉水が流れたことと，温泉水から石英
が沈澱したことを説明している。そして，かって（昭和
13年から昭和19年まで）このような石英脈から鉱石を採
掘していたことを伝えている。
（8）珪長岩を扱う場面では，岩脈の中にはアプライ
トとは見かけが違うものが存在することを示している。
以上が中津岡川ルートにおいて本教材が扱っている内容
である。
図1中に示した妹背・和乱治ルートの内容について簡
単に項目だけを記す。ここでは，粗粒黒雲母花こう岩の
様子，花こう岩が玉ねぎ状に風化している様子，黒雲母
花こう岩中の粒子の大きさが粗粒から中粒，そして細粒
へと漸移している様子，細粒斑状黒雲母花こう岩が見ら
れる露頭をつなぐと帯状になる（っまり岩脈状になる）
様子を提示している。
図1中に示した経小屋山ルートの内容について簡単に
項目だけを記す。ここでは，断層破砕帯の様子と断層破
砕帯と節理の違いの説明，細粒黒雲母花こう岩と粗粒黒
雲母花こう岩が接している様子，岩峰地形の様子，花こ
う岩中に見られるペグマタイトの様子を提示している。
さて，ここでCD－ROM教材を起動すると現れる画面と
その後のいくつかの画面を示しておく。CD－ROMをドラ
イブに入れて，Intemet Explorerなどのブラウザを用い
てファイル「daichitop．htm」を開く。すると，「さあ，
大野町の大地のつくりを調べる探検に出かけましょう。」
のメッセージが現れる（図3）。
磁大野町の大地のつくり
学校から見える山がどんなものでできているのか知ってい
ますか？
がけでは，どのようなものを見ることができるのか，
大地のつくりをどのようにして調べていくのか知っていま
すか？
さあ．大野町の大地のつくりを調べる探検に出かけましょ
う。
至 ぼく．舶書のエクスです。
よクスくん香クリックするた輝．鍵がはじまります。
図3　CD－RO仙教材のトップページ。ページの背景色は削除して
いる。
率探検に出かける前に用意するもの
①幾凰雌透．凄む妥土塊恩遇②マップホルダー③真之
マー‥軍・f
④辿二然（虫めがね）喝⑤フそ∃瑳！ニト⑳⑥蔑みぴ＿？ニ
色えんひっ
⑦豊を受迦凄くビニルぶくろ）
⑧リュックサック・水筒・ぼうLなど。遠足に行く時を考えてみよう
錮亀倉
⑨プ【コが使う遅具について
クリノメーター・走向板・高度計・スケールなど
瀞欄をクリックすると，その説明が見られるよ。
準篠もできた。さあ日出かけましょう。
大地はどのようになっているのかな？
漸 ェクス藩をクーメックする女御膵血潮勝行鮎廊
図4　「探検に出かける前に用意するもの」と題したページ。
地図や道具についての使い方や説明がリンクされている。な
お，図の背景色は削除している。
そこで，「探検家エクス」のボタンをクリックすると
「探検に出かける前に用意するもの」（図4）が画面に現
れる。
図4の画面では，野外調査のために準備しておけば良
いと言えるものを示している。図4で示した画面の中の
CD－ROM教材
地図（地形図　ちけいず・地質図）をクリックすると地
図や地質図の説明が現れるようになっている。また，地
図の説明の中には，山の中で自分の位置を知るための方
法も説明している（図5）。この説明の中には，方位磁
石の使用方法，地図中の等高線や山頂や谷の位置あるい
は目印になる構造物や高圧送電線から自分の位置を知る
方法などが含まれている。
率地図を見ながら自分の場所を知る方法
（わ北がどの方向か調べてみよう。方位磁石を使うといいね。
まわりに見える山の頂上がどの方向に見えるかもヒントに
なるよ。
②道路や川のまがり方．川と川がつながるところを見つけて
みよう。
③筆遠慮を見て，のぼっているのかくだっているのか調べて
みよう。
④等高線が道路から引っ込んでいる谷やとび出ている前方が
見下ろせる高いところ尾根（おね）を見つけてみよう。
⑤上之ネ漣∴壌∴連吸ダム∴遍歴遷電線などを見つけてみよ
う。
⑥めじるLになるものは，メモしておくとあとでわかりやす
いね。
蛤も
図5　図4中の地図をクリックした時に現れる「地図を見なか
ら自分の場所を知る方法」のページ。このページでは，方位
磁石の使い方，等高線の見方，トンネル・橋・砂防ダム・高
圧送電線の地図中の記号と説明がクリックすると現れるよう
になっている。なお，図の背景色は削除している。
また，図4で示した画面に戻って，「探検家エクス君」
をクリックすると，本教材で取り扱う観察ルートが現れ
る。そこで，例えば，中津岡川ルートの画面内で，赤丸
を付けた部分をクリックすると，その地点で観察できる
こととその説明が現れるようになっている。
6．まとめ
本論文では，福田（1999）が広島県佐伯郡大野町（現
在の広島県廿日市市）において行った野外調査に基づい
て作成したCD－ROM教材について，その概要を示した。
情報機器の発達に伴って，それまでの一方向的な教材提
示から，児童が良く分からなければ何度も見ることがで
きるような教材を作成した。さらに，様々な教材をリン
クさせることで地域の自然を「観察する目」を養うこと
につなげることを試みている。
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